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The resources and application of collective efficacy in team sport 
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Abstract 

The purpose of this study was to review several studies associated with the psychological concept of 

collective efficacy and the resources and utility of collective efficacy in the field of sports. This review has 

shown that 4 resources: (a) past performance accomplishments, (b) vicarious experiences, (c) verbal 

persuasion and (d) physiological states are resources of collective efficacy as well as self efficacy. In addition, 

it was suggested that group cohesion, coaching efficacy, attributes and behavior of team leaders, home 

advantage, group size and team process are thought to be influencing factors of collective efficacy. Especially 

group cohesion was important factor of collective efficacy, and these are influencing group performance 

while being related to each other. As a result, many previous studies describe collective efficacy as a positive 

prediction variable of the team performance. Therefore collective efficacy is highly useful psychological 

variable for performance in team sports. Approaches to acquire collective efficacy differ between newly 

formed teams and established teams, but as a common method to acquire collective efficacy, video is used by 

newly formed teams as well as established teams. Finally this review found that among other techniques, 

motivation videos for team sports are an effective tool to acquire collective efficacy. 
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はじめに

競技で優秀な成績を上げるためには，「心・技・体」

の資質とトレーニングは欠かせない。技術や体力を高

めていく過程で「もっとうまくなりたい」「もっと強く

なりたい」という心の部分である「やる気」を高め，

それを高いレベルで維持していく必要がある 1)。このよ

うに，スポーツ競技場面において選手のやる気を高め

ることは，選手・チームを成功へ導くために必要不可

欠である 2)。スポーツ心理学領域においては，やる気を

高めるための方策として，メンタルトレーニング技法

の目標設定等で一般的に行われている。しかし近年で

は，映像を撮影するデジタルビデオカメラや編集ソフ

トウェアが広く一般に普及したことに伴い，ビデオを

用いてやる気を高める方法が注目されている。やる気

を高めるビデオは「動機づけビデオ 2)3)4)」とも呼ばれて

おり，このようなビデオは，選手やチームのやる気や

パフォーマンスの向上のために，プロ選手をはじめ，

様々なカテゴリーのスポーツ場面で盛んに用いられ始

めている叫「動機づけビデオ」とは，そのビデオを視

聴する選手自身やチーム自体のプレー映像の中から，

成功プレーのみをビデオに編集し，音楽や文字を付加

した，いうなればベストプレービデオである。このビ

デオは，選手たちの試合や競技に対してのやる気（動

機づけ）や自信，またはチームワークを高める目的で

作成，使用されており，ビデオが与える心理的効果や

パフォーマンスについての研究 3)4)5)も行われ始めた。

スポーツ競技場面は，個人競技種目と集団競技種目

に大別することができるが，動機づけビデオもそれぞ

れに応じて，ビデオを構成する映像の種類や期待され

る心理的効果も異なることが考えられる。個人競技に

おいては，ビデオを視聴する選手個人のプレー映像の

みで構成される。山崎ら 6) は，バドミントン選手を対

象とした研究において， Dowric砂の提唱した self-

modelingの心理的側面への効果を検討している。 Self-

modeling とは Bandura8)が提唱した自己効力感 (self-

efficacy)の 4つの資源の中の代理体験 (modeling) の

1つの方法とされており 9)' この理論では，自己のポジ

ティブな行動の視聴によって自己効力感が生成される

ことが示唆されている。山崎ら 6)の研究においても，

self-modeling理論に準拠して動機づけビデオを作成し，

それを選手に視聴させることで自己効力感の向上がみ

られたことが報告されている。

一方で，集団競技に対しての動機づけビデオは，自

‘已の映像以外に，チームメイトそれぞれのプレー映像

や，チーム全体として行動している映像も含まれてい

る。このようなビデオにおいては，永尾叫ま，チームメ

イトまで含めたチーム全体の映像は，チームとしての

過去の成功体験やチームワーク，チームが持っている

能力を発揮している場面で構成されており，チームの

成員である選手それぞれが，与えられた役割を果たし，

協力し，勝利という目標に向かってチームー丸となっ

てプレーしている姿を映像で見ることによって，選手

たちはチームに対して「自分たちはできる」と感じる

だろうと述べている。このように，集団競技（チーム

スポーツ）に対しての動機づけビデオは，自己効力感

以外の，特に集団レベルの心理的要因にも影響を与え

ることが予測される 10)0 

永尾叫ま，チームスポーツに対する動機づけビデオ

が影響を与える心理的要因の 1つに，集団レベルの心

理的要因である集団効力感 (collectiveefficacy)が考え

られることを示唆している。サッカーや野球，バスケ

ットボールなどのチームスポーツおいては，個人レベ

ルだけではなく集団レベルでの心理的要因が重要であ

ると考えられており，集団競技においては選手個人の

心理的強化に加えて，集団における心理条件もまた競

技成績を左右する重要な要因としている 12¥

そこで本稿では，集団効力感についての研究を概観

し，スポーツ競技場面においての集団効力感の有用性

を検討するとともに，その獲得方法としての動機づけ

ビデオの可能性についても考えていきたい。

集団効力感の起源

集団効力感 (collectiveefficacy)は Bandura8)13)によっ

て提唱された概念であり，「課題の達成に必要とされる

行動を系統立て実行するための能力に対する集団で共

有された信念」と定義され， 自己効力感 (self-efficacy)

を起源に持つ心理的概念とされている。 Bandura13)は，

集団や組織において， 自分たち集団のメンバーは，課

題を解決し継続的な努力によって行動を改善できると

いう，集団に対する効力感が存在していることを示唆

しており，集団の成員によって知覚された効力感は，

集団や組織の機能を理解するために極めて重要である

14)。この集団効力感については，他の研究者も定義を

行っており，例えばZaccaroet al. 15)は 「特定の課題を

達成するための資源を統合・調整し配分することにお

いてのメンバー間で共有された信念」と定義した。こ
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のように，集団効力感は社会心理学領域の研究から生

まれた概念であるが，学校組織における課題解決のた

めのチーム援助の重要性などが指摘されていた背景か

ら，教育社会心理学や教育経営心理学においても注目

され 16), 教師集団を対象とした研究なども行われてい

る（例えば， Goddardet al. 17))。

さらに，集団効力感は課題解決に関わる集団である

チーム（共通の目的を持ち，相互依存的な役割から構

成され， しかも相互に補完しあうスキルを持つ成員か

ら構成された，組織内で課題解決を目的とした小集団）

の形成やパフォーマンスを規定する極めて重要な要因

の 1つ 16)とみなされたこともあり，その後， 1990年台

後半より，スポーツ心理学領域において研究が行われ

始めた。その中で，概念定義もスポーツ場面に適する

内容で再定義されている。例えば， Feltzand Lirgg18)は

「一定水準の課題達成を生み出すための共同の能力に

おいて集団で共有された信念」， Brayand Widmeyer19)は

「チームの能力に対してチームで共有された自信のメ

ンバーそれぞれの効力感知覚」としている。このよう

に，集団効力感は，なされる研究領域においていくつ

かに定義されているが，それらは総じて「チーム内に

おける集団に対する有能感に関しての共有された信

念」であるといえるであろう。

ところで，本概念は先行研究において様々な呼称で

用いられてもいる。本概念の提唱者である Bandura8)13)

はcollectiveefficacyとしているが，他の研究においては，

group efficacy20), team efficacy21), group potency22)などと

表現されている。また，和訳においても，集団効力感

11)14)16)23)24)25)をはじめとして，集合効力感 26)'集合的効

力感 27)と表現されている。このように，英日それぞれ

においていくつかの呼称のされ方がなされているが，

どの研究においても BanduraやZaccaroらの定義に準じ

ている点は共通しており，ほぼ同義であるといえる。

よって本稿においては，多くの研究において用いられ

ていることなどからも判断し，集団効力感 (collective

efficacy)を用いることとする。

集団効力感の資源

前述したように，集団効力感は自己効力感を集団レ

ベルに拡大した概念であり，その資源も理論的に自己

効力感と同じである 28)。また， Bandura13)29)は集団効力

感を特性ではなく状態として概念化しており，多用な

情報に影響を受けるとみなされていることから，その

資源として (1)代理体験， (2)行動の達成， (3)言語的説

得 (4)生理的喚起の 4つを挙げている。

1. 代理体験

代理体験（モデリング）とは，他者の行動を観察する

ことによって「これなら自分にもできる」と感じるこ

とである。これを集団レベルに置き換えるのであれば，

他者は他集団や他チームとなり，「自分たちにもでき

る」という表現となる。他者を観察する方法について

は，直接観察するなど様々な方法がある。 Prussiaand 

Kinicki29)は大学生を対象に，モデリング介入の有無に

よるブレインストーミングタスクのパフォーマンス比

較を行った。この介入においては，ビデオを用いたモ

デリングが行われ，ビデオ視聴した群において集団効

力感の向上がみられた。スポーツ場面においても，成

功したチームを観察しモデリングすることで，チーム

は集団効力感を強めることができる 27)ことが示唆され

ている。しかし，資源としての代理体験の研究はまだ

少なく 28)' 今後さらなる発展が望まれている。

2. 行動の達成

行動の達成は，成功体験を得ることであり，達成感

をもつことである。過去の自分たちが実際に行動し成

功した経験から，同じ行動に対して「自分たちはまた

できるだろう」という遂行可能感が高まると考えられ

ている。 Hodgesand Carron30)やLirchaczand Partington31) 

は，集団効力感は先のパフォーマンスに基づいて増減

することを示唆している。また， Watsonet al. 32)は，大

学男女バスケットボール選手を対象に，オフェンス・

ディフェンスの結果やチーム順位，最近のプレーに対

する主観的評価をシーズン前後に調査し，個人・集団

レベルでの集団効力感の予測因の検討を行った。その

結果，シーズン中のチームの経験がチームに対する自

己知覚に変化を与えることが示された。このような先

のパフォーマンス場面だけではなく，先の勝敗も成功

体験を得る要因として挙げられる。例えば， Feltzand 

Lirgg18)は大学アイスホッケーチーム 6チームを対象に，

シーズン中の重要な試合の前に集団効力感の測定を行

い，先の試合で勝利している時に集団効力感は向上し，

逆に負けている時には減少していたことを明らかにし

た。同様の知見はアメリカンフットボール 33)やアイス

ホッケー34)における研究においても示されている。こ

れらのことから，自己効力感と同様に，集団効力感に

おいても行動の達成は最も強い資源である 35)といえる

だろう。
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3: 言語的説得

言語的説得とは，自身やチームに能力があることを

言語的に説明や励ましを受けることであり，自己暗示

や他者からの説得的な暗示のことである。自己効力感

の増強のためには，この言語的説得を代理体験や行動

の達成に付加することで可能となるとされている 36)0 

スポーツ集団においては，往々にして活発な励まし

を行ったり，チームの目標や能力に対してポジティブ

な強化やフィ ートハックを付つ。 Vargas-Tonsingand 

Bartholomew37)は，コーチのやる気を高めるような声か

けが集団効力感の向上につながることを示唆している。

加えて，コーチのやる気を高めるような言葉がけやフ

ィードバックといった，効力感の資源となるような言

語的説得行動は，動機づけ雰囲気 (motivationalclimate) 

と関係することが指摘されており，動機づけ雰囲気知

覚は有意に集団効力感知覚を予測する 38)ことも示唆さ

れている。動機づけ雰囲気の形成には，コーチなど指

導者の役割が大きく影響する 39)。コーチという視点か

らの検討では，コーチの能力に対する効力信念である

コーチ効力感 (coachingefficacy)37)も集団効力感への関

係が指摘されている。また，コーチ以外にも，チーム

のキャプテンも注目されており，キャプテンに対する

チームメンバーの効力信念も集団効力感への影響因と

しての可能性が示されている 40)。

これらのことから考えても，言語的説得は集団効力

感にとって重要な資源の 1つであるといえる。

4. 生理的喚起

生理的喚起とは，生理的な反応の変化を体験するこ

とであり，自己の生理状態を知覚し，情動的な喚起状

態を知覚することである。自己効力感は肯定的な気分

で強まり，落胆した気分で弱まるとされていることか

ら，集団レベルでも同様のことが考えられるのだが，

この視点からの検討は未だ成されていないため，今後

の発展が望まれている 28)0 

5. その他の資源

Feltz and Lirgg18)や Watsonet al. 32)は，チームメンバー

がチームとして一緒に過ごしている時間の長さも資源

となることを示唆している。また一方で，チーム以外

の第 3者からの影響についても資源としての可能性が

示されている。 Georgeand Feltz 40)は，観衆やメディアも

集団効力感に影響を与える資源となり得ることを報告

している。この報告では，チームメンバーの家族や友

人，ファンと共に，ホームアドバンテージという環境

要因もその影響因として指摘しており，アウェイゲー

ムよりもホームゲームにおいて集団効力感が高く示さ

れたと報告している 19)。この他に，チームサイズや社

会的手抜きも影響因として考えられている 15)27)。

資源としてより，影響を与える状態として考えられ

るかもしれないが，集団の直線的発達段階の各段階も，

集団効力感に影響を与える要因として指摘されている。

Feltz et al.28)は，各発達段階において (1)形成期：楽観

主義的感覚から集団効力感を過大評価する， (2)聴藤

期：緊張や対立が起こり集団効力感が低くなる， (3)規

範期：凝集性が発達することから集団効力感も高くな

る， (4)生産期：集団の成功や失敗によって集団効力感

は高くも低くもなる，と報告している。

このように，集団効力感の資源として，多くの要因

が示されており，Zaccaroet al. 15)はFig1のようにまとめ

ている。

集団効力感と集団凝集性

集団凝集性とは，集団のメンバー間が引き合う魅力

を維持する社会的な力であり，集団を分裂させる力に

抵抗する力である 27)。スポーツ集団においてチームワ

ークを発揮することは，チームの目標達成のために非

常に重要な要因であり，凝集性はチームワークを理解

するうえで必要不可欠な概念とされている。集団効力

感研究においても，集団凝集性は強力に影響を与える

概念として考えられ，多くの研究が行われている。例

えば， Spink41)はバレーボール選手において検討を行っ

ている。それによると，エリート選手では，高い凝集

性を示したチームは高い集団効力感を示したのに対し，

レクリエーションチームにおいては同様の関係性は示

されなかったことを報告している。

Fig 1. Sources of Collective Efficacy (Zaccaro et al., 1995)15) 
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Carron42)は，集団凝集性を「課題―社会」という次元

と，「個人—集団」次元という 2 つの次元で捉えている。

Paskevich et al. 43)は大学生を中心としたバレーボール

選手を対象に，集団効力感と集団凝集性の関係を検討

し，両概念間に有意な相関関係があることを明らかに

するとともに，集団凝集性の中でも特に課題凝集性が

関係していることを報告している。ラグビー選手を対

象にした研究叫こおいても，課題次元の凝集性が集団

効力感の予測因となるとの知見が得られている。 Heuze

et al.45)は，影響する凝集性の次元についてさらに詳細な

検討を行っている。 17チーム計 154名のプロバスケッ

トボール選手を対象に，凝集性と集団効力感そしてパ

フォーマンスにおける媒介効果を検討したこの研究で

は，「集団の統合ー課題 (GI-T)」「集団の統合―社会

(GI-S)」「個人にとっての集団の魅力 (ATG-T)」を高く

認知しているほど，集団効力感を高く認知する傾向が

示された。

これらの知見に共通していることは，集団が持つ課

題や目標に対しての凝集が影響因として特に示されて

いることであり，課題を達成することに対する効力信

念である集団効力感とも，集団の課題という点で共通

点を持つ。今後においては，この共通点が重要な視点

となるであろう。

集団効力感と集団凝集性の関係性については，

Carron46)は集団凝集性構造モデルの中において，凝集性

に影響を及ぼす4つの要因として環境要因，個人要因，

リーダーシップ要因，チーム要因を挙げている。集団

効力感は，この中のチーム要因に含まれると考えられ，

凝集性の先行要因として示された。一方で， Feltzet al. 28) 

は，先行研究を概観する中で，集団効力感と集団凝集

チームの努力 I~
パフォーマンス

集団レベル

一個人レベル

D 

~ 
~ 

J 
<) t;)~ ォーマンス

動機づけ
感情

Fig 2. Conceptual diagram of the majorantecedents and 
consequences of collective efficacy. Note: arrows 
are not assumed to represent causal relationships. 
(Feltz et al., 2007)28) 

性は互いに影響を与えあう円環的な関係である可能性

を示唆している。また，集団効力感は個人・集団の両

レベルにおいて増進・維持・回復の様相はさらに研究

されるべきであるとしながら，その関係性を Fig2のよ

うにまとめている。これは，今後の集団効力感研究に

おいて重要な示唆となるであろう。

集団効力感とチームのパフォーマンス

Bandura13)は，集団メンバーとしてを個人が行う行動

の選択や，集団として行う努力量，苦難に直面した時

に集団として持ちこたえる力に，集団効力感が影響を

与えると主張している。この他にも，集団の目標にも

影響を与えることも示唆されている 47)。

これらの知見をもとに，スポーツチームを対象とし

た研究も近年になって行われるようになってきている。

例えば， Myerset al. 33)の研究においては，大学アメリ

カンフットボールチーム 10チーム計 197名を対象に，

8週間計 65試合の観察調査から検討を行っている。こ

の研究では，各チームが毎週末に行う試合においてチ

ームのパフォーマンスを計測し，その前日に集団効力

感の調査を行った。パフォーマンスについては得点や

獲得ヤード数，ターンオーバーの数などを計測し，集

団効力感の測定には， (a)アウトプレイ（ヤードを獲得

すること）， (b) 自チームのクォーターバックが相手チ

ームのクォーターバックに勝ることができる， (c)レッ

ドゾーンでの得点， (d)3rdもしくは 4thダウンコンバ

ージョンを成功させる，などといった競技に特化した

項目を設定し，それぞれに対しての効力信念の程度を

質問紙にて調査した。その結果として，集団効力感は

後のパフォーマンスのポジティブな予測因であること

が示唆された。この他にも，アイスホッケー18)34)' ラグ

ビー44)48)' ボート 38),バスケットボーJレ19)32)'バレーボ

ール 43)など様々な競技においてパフォーマンスとの関

係が検討されている。

これらの知見から，集団効力感はチームパフォーマ

ンスのポジティブな予測変数であるとされ 35)' チーム

の形成やパフォーマンスを規定する極めて重要な要因

の 1つであると考えられる 16)。スポーツチームにおい

て，パフォーマンスの向上は最大の関心事であり，そ

のパフォーマンスと重要な関係を示されたことは，チ

ームスポーツにおける集団効力感の有用性を示唆する

ものである。
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集団効力感の獲得方法

パフォーマンスとの重要な関係が示された集団効力

感については，その獲得方法においても関心が集まっ

ている。 Munroe-Chandlerand Hall49)は， 10-12歳の女子

サッカー選手を対象に，イメージトレーニング介入を

用いて集団効力感獲得を試み，フォワードやミッドフ

ィルダーの選手に対してこの方略が有効であったこと

を報告している。 Feltzet al. 28)は，集団効力感の獲得方

法は新規のチームであるか既成のチームであるかで異

なることを指摘すると共に，それぞれにおける獲得方

法をまとめている (Table1)。

Prussia and Kinicki29)は，集団の課題に対してポジティ

ブなフィードバック要素を含むビデオを視聴させるこ

とで，集団効力感の向上が見られたことを報告してい

る。また， Bandura13)も大学アメリカンフットボールチ

ームに対して，次の対戦相手が逆転負けする試合をビ

デオによって視聴させ，実際に対戦において勝利を得

たことを報告している。ビデオは，成功プレーなど試

合中のポジティブな場面をいつでも見ることができ，

「次の試合においても良いプレーができる」というこ

とを思い出させることができると主張され，ビデオは

集団効力感の資源となりうると考えられている 28)。

一方で，集団効力感の起源である自己効力感の獲得

においても，ビデオの活用は注目されている。 Dowrick7)

は， 自身が提唱した self-modeling理論を用いて，ビデ

オを用いた自己効力感獲得の可能性を示唆している。

Self-modeling理論とは， 自己効力感の資源の 1つであ

る代理体験（モデリング）において，モデルとしての究

極は自己であり，それゆえに self-modelingが自己効力

感向上に効果的である 9)とする考え方である。山崎ら

9)は， sefl-modelingは行動の達成と代理体験を包含した

考え方であるとし， self-modeling理論に準拠したビデオ

介入を行うことで，自己効力感の向上といった心理的

側面や選手のパフォーマンス向上に寄与する可能性を

示唆している。

前述したように，集団効力感も自己効力感と同じく，

行動の達成や代理体験を資源に持つ。そうであるなら

ば，集団効力感獲得にもビデオが獲得方法として有用

であることも十分に考えられる。個人レベルの概念で

ある自己効力感の獲得に向けては「自分自身 (self)」を

「観察する (modeling)」するが，集団レベルの概念で

ある集団効力感では，「自分たち (team)」と「観察する

(modeling)」，つまり team-modelingが有効になると考え

られる。集団に対する動機づけビデオを構成する映像

（ビデオ）には，そのビデオを視聴する選手自身の映像

以外に，チームメイトの映像や，特定の個人でなくチ

ーム全体で行っている行動の映像が含まれている叫こ

の自分以外の映像は， team-modelingに適合する映像で

あると考えられる。これらのことから，チームに対す

る動機づけビデオは，その構成映像から集団効力感に

影響することが予想され， Fig3のような影響モデルが

考えられる。今後の研究においは，この視点から検討

が行われていく必要があるだろう。

今後の展望

本稿においては，集団レベルの心理的概念である集

団効力感において，その資源やスポーツ場面での有用

性について関連研究を概観するとともに，チームに対

する動機づけビデオによる獲得可能性について検討を

行ってきた。その結果，集団効力感とチームのパフォ

ーマンスに重要な関係性があることが示されるととも

に，獲得方法としてビデオの活用が効果的であること

Table 1. Summary of techniques for enhancing and maintaining collective efficacy (Feltz et al., 2007)28) 

Defining success in mastery terms Mastery Verbal persuasion Coach persuasion 

Mastery climate Mastery Positive team talk Coach persuasion 

Team goal setting Mastery Building team cohesion Social persuasion 

Modifying the task Mastery Team attributions Coach persuasion 

Simulations Mastery Videotaping success Vicarious 

Manipulating schedules Mastery Coach modeling confidence Vicarious 

Controlling group size Multiple sources 

Shifting the focus off the score Mastery 
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チームに対する動機づけビデオ

Fig 3. The effect model of the Motivation Video for sport teams 

が考えられた。しかし，集団効力感はスポーツ心理学

領域において比較的新しい心理的概念である。よって，

スポーツ場面を対象とした研究も，近年になって欧米

を中心に行われ始めた状況であり，こと我が国におい

てはほとんど研究がなされていない。学校のクラスや

スポーツチームといった，集団の成り立ちや生産性に

近年注目が集まっていることからも，今後の我が国に

おける集団効力感研究の発展が望まれる。

一方で，昨今のマルチメディア機器の普及にともな

い，様々なスポーツ競技場面で動機づけビデオやそれ

に類するものが数多く作成されている。しかしながら，

それらは現場のコーチやチームスタッフによって作成

されており，いうなれば「このようなビデオが良いで

あろう」という作成者の感覚のみで作成されている。

よって，動機づけビデオの効果性については，その理

論的根拠が不明確であるとの指摘もなされている叫だ

がしかし，このビデオを視聴する選手たちは，感覚的

にその必要性を述べている叫このことからも，動機づ

けビデオが影響を与える心理的側面の 1つとして集団

効力感を検討することは，ビデオ視聴効果の理論的メ

カニズムを明らかにする上で重要であると考えられる。

さらに，そこから得られる科学的知見は，動機づけビ

デオ作成を試みる多くのスポーツ競技現場関係者に資

するものとなるであろう。
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